
AWSドキュメントAmazon Lightsailユーザーガイド
Lightsail の対象オペレーティングシステムCMS アプリケーションe コマースおよびプロジェクト管理アプリケーション開発スタック
翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛盾がある場合、英語版が優先します。
Amazon Lightsail とは?

Amazon Lightsail は、ウェブサイトやウェブアプリケーションを構築する必要がある開発者向けの Amazon Web Services (AWS)を開始する最も簡単な方法です。プロジェクトをすばやく開始するためのすべてが揃っています。インスタンス (仮想プライベートサーバー)、コンテナサービス、マネージドデータベース、コンテンツ配信ネットワーク (CDN) ディストリビューション、ロードバランサー、SSD ベースのブロックストレージ、静的 IP アドレス、登録済みドメインの DNS 管理、リソーススナップショット (バックアップ) が、1 か月単位の予測可能な低価格で提供されます。
Lightsail には研究用の Amazon Lightsail もあります。Lightsail for Research を使用すると、学者や研究者は、強力な仮想コンピュータを AWS クラウド 内で作成できます。これらの仮想コンピュータには、RStudio や Scilab などの研究用アプリケーションがプリインストールされています。詳細については、「Amazon Lightsail for Research ユーザーガイド」を参照してください。
Lightsail で実行すべき一般的なアクションは次のとおりです。

     
     
     
  	
       最初のインスタンスの作成 

    
	
       Amazon Lightsail の Linux または Unix インスタンスに接続する 

    
	
       Amazon Lightsail でドメインの DNS レコードを管理する DNS ゾーンを作成する 

    



    Lightsail の対象

    Lightsail は全ユーザーが対象です。開発プロジェクトをすばやく開始する Lightsail インスタンスのイメージを選択できるため、ソフトウェアやフレームワークのインストールに時間を費やす必要はありません。

    個人プロジェクトに携わっている個々の開発者または愛好家にとっては、Lightsail は基本的なクラウドリソースのデプロイおよび管理に役立ちます。仮想マシンやネットワーキングなどのクラウドサービスの学習または試用に興味がある場合もあるでしょう。Lightsail によってすばやく開始できます。

    Lightsail には、基本オペレーティングシステム、LAMP、LEMP (Nginx)、SQL Server Express などの開発スタック、および WordPress、Drupal、Magento などのアプリケーションが含まれているイメージがあります。各イメージにインストールされているソフトウェアの詳細については、「Lightsail インスタンスのイメージの選択」を参照してください。

    プロジェクトの成長に合わせて、ブロックストレージディスクを追加し、Lightsail インスタンスにアタッチすることができます。これらのインスタンスとディスクのスナップショットを作成すると、それらのスナップショットから新しいインスタンスを簡単に作成できます。また、VPC をピアリング接続すると、Lightsail インスタンスで Lightsail 外の他の AWS リソースを使用することもできます。

    Lightsail ロードバランサーを作成し、ターゲットインスタンスをアタッチして可用性の高いアプリケーションを作成することもできます。暗号化された (HTTPS) トラフィック、セッション永続性、ヘルスチェックなどを処理できるように、ロードバランサーを設定することもできます。

   
    オペレーティングシステム

    以下は、Lightsail で使用できるオペレーションシステムです。

    
      Linux

       
       
       
       
       
       
       
    	
        Amazon Linux 2023

      
	
        Amazon Linux 2

      
	
        CentOS 7 および CS9

      
	
        Ubuntu 22、20、および 18

      
	
        Free BSD 12.4

      
	
        [Debian 10 と 11]

      
	
        openSUSE Leap

      



    
      Windows

       
       
       
       
    	
        [Windows Server 2022]

      
	
        Windows Server 2019

      
	
        Windows Server 2016

      
	
        Windows Server 2012 R2

      



   
    CMS アプリケーション

    Lightsail では次の CMS アプリケーションを使用できます。

    
      Linux

       
       
       
       
       
       
       
       
    	
        Bitnami と Automattic の認定を受けた WordPress

      
	
        Bitnami と Automattic の認定を受けた WordPress Multisite

      
	
        AlmaLinux 用の Cpanel および WHM (所有しているライセンスの持ち込み) 

      
	
        PrestaShop

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Drupal

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Ghost

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Joomla

      
	
        Ubuntu の Plesk ホスティングスタック

      



   
    e コマースおよびプロジェクト管理アプリケーション

    Lightsail では、次の E コマースおよびプロジェクト管理アプリケーションを使用できます。

    
      Linux

       
       
    	
        Bitnami によってパッケージ化された Magento (eCommerce)

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Redmine (Project Management)

      



   
    開発スタック

    Lightsail では次の開発スタックを使用できます。

    
      Linux

       
       
       
       
       
       
    	
        Bitnami によってパッケージ化された LAMP スタック (PHP 8)

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Node.js

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された MEAN (HVM)

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Nginx (LEMP スタック) 

      
	
        Bitnami によってパッケージ化された Django

      
	
        [Bitnami によってパッケージ化された GitLab CE] 

      



    
      Windows

       
       
       
    	
        [SQL Server 2022 Express]

      
	
        [SQL Server 2019 Express]

      
	
        SQL Server 2016 Express

      



  
 ブラウザで JavaScript が無効になっているか、使用できません。
AWS ドキュメントを使用するには、JavaScript を有効にする必要があります。手順については、使用するブラウザのヘルプページを参照してください。





ドキュメントの表記規則
セットアップする



このページは役に立ちましたか? - はい
ページが役に立ったことをお知らせいただき、ありがとうございます。
お時間がある場合は、何が良かったかお知らせください。今後の参考にさせていただきます。



このページは役に立ちましたか? - いいえ
このページは修正が必要なことをお知らせいただき、ありがとうございます。ご期待に沿うことができず申し訳ありません。
お時間がある場合は、ドキュメントを改善する方法についてお知らせください。






